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線維筋痛症とは

　線維筋痛症（FM）という疾患がある。日本以外の先進国さらに言えば世界の常

識であるが、日本ではほとんど無視されている。眼科医がFMを治療することは通
常ないが、診察する機会は少なくない。

　先進国におけるFMの有病率はわずかに約２％であるが、その不全型まで含める

と少なくとも20%になる[1-2]。女性が８割前後を占め、患者の絶対数は40歳代か

ら60歳代が多い[1]。

　FMは全身に痛み、しびれ、重だるさが生じるのみならず、疲労感、睡眠障害、
記憶障害、様々な刺激への過敏性など多彩な症状が生じる。眼痛、視野狭窄、視

力低下、光への過敏性、物がぼやけて見えるなどの症状も生じる。有病率が高いこ

ともあり、眼科医がかかわることが少なくない。

 
眼科領域の症状

　FMの最大の特徴は他覚的検査で異常が出ないことである。患者が視野狭窄を訴
えても客観的な検査では通常異常が出ない。視力低下を訴えて視力検査を行い異常

が出ても、FMが原因であるのか加齢が原因であるのかの区別は非常に困難である
。物がぼやけるという訴えのみならず、輪郭がにじむという表現がなされる場合も

ある。当然ながら他覚的検査では異常が出ない。

　眼科医としては他覚的検査を行い、異常がなければ、「異常は見つからない。眼

科的な治療は不要である。全身の痛みは専門医で治療を受けていただきたい。」と

説明すれば問題はない。しかし、主観症状を説明するに足る他覚的な異常がない

場合、特に交通事故後にそのような症状を訴える場合には「心因性疑い」という

診断がしばしばつく。「心因性疑い」という診断が患者さんを痛めつけている。



 
心因性疼痛

　世界標準の医学では、痛みは通常原因の観点から神経障害性疼痛、侵害受容性疼

痛およびその合併に分類される。心因性疼痛単独は存在せず、全ての痛みは精神

状態で変化すると言う考えが主流である。日本医学では通常これに心因性疼痛が

加わる。主観的な痛みがあっても、それを説明するに足る他覚的な異常がない場

合に、心因性疼痛と診断するようである。FMやその不全型はまさにそのような痛
みであり、日本医学では心因性疼痛に、世界標準の医学では神経障害性疼痛に該

当する。心因性疼痛は痛みの原因の観点で定義したにもかかわらず、実際の診断

は症状の観点で行われており、この乖離は看過できない。日本ではFMやその不全
型は心因性疼痛と見なされることが多く、不適切な治療を受けている。世界では

それは神経障害性疼痛と見なされることが多く、適切な治療を受けることができる

。

 
眼科領域における心因性

　私は痛みを専門にしており、世界標準の医学に基づいて診断、治療を行っている

。全ての痛みは精神状態で変化するのであるから、「心因性疑い」あるいは「心

因性か」という言葉をカルテに記載することはあり得ない。

　交通事故後に発生したFM患者は生活に困窮している。就労が半永久的に全く不

能になった場合、医療費と損害賠償込みで多くても100万円程度しか支払われない
。そのため、しばしば裁判が起こっている。眼科医が「心因性疑い」あるいは「

心因性か」という言葉をカルテに書くと、保険会社はそれを根拠の一つにして支

払いを拒否している。

　「心因性疑い」あるいは「心因性か」という言葉をカルテに書くのであれば、

心因性視力障害に対する適切な治療を行っていただきたい。少なくとも、「心因

性疑い」あるいは「心因性か」という記載が裁判において患者さんを著しく不利

にしていることを自覚していただきたい。心因性疼痛が存在しないと考えている

医師は、「心因性疑い」あるいは「心因性か」という記載を決してカルテにしな

いことを知っていただきたい。少なくとも、「心因性疑い」あるいは「心因性か

」という言葉をカルテに記載しないでいただきたい。勿論、「他覚所見のない視力

障害は心因性である。」という診断書を書くことができるのでれば、私が言うべ



きことは何もない。

 
まとめ

　眼科医がFMやその不全型を治療する必要はない。もし、FMやその不全型が疑わ
れる場合には、患者さんにその由を説明して、専門家を探すように勧めていただき

たい。「心因性疑い」あるいは「心因性か」という言葉をカルテに記載しないで

いただきたい。
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